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１．調査結果（平均正答率） 

   本校 江戸川区 東京都 全 国 

国 語 Ａ ７６％ ７４％ ７６％ ７４．８％ 

国 語 Ｂ ５７％ ５７％ ６０％ ５７．５％ 

算 数 Ａ ７８％ ７７％ ８１％ ７８．６％ 

算 数 Ｂ ４４％ ４５％ ４９％ ４５．９％ 

        国語Ａ、算数Ａ ・・・ 主として｢知識｣に関する問題 

     国語Ｂ、算数Ｂ ・・・ 主として｢活用｣に関する問題 

 

２．考察 

  ・国語Ａ(知識)は、都の平均と同じで、区・全国の平均を上回った。 

・国語Ｂ(活用)は、都の平均を下回ったが、区・全国の平均とは同程度だった。 

・算数Ａ(知識)は、都・全国の平均を下回ったが、区の平均は上回った。 

・算数Ｂ(活用)は、区・都・全国の平均を下回った。 

 ・国語Ａ・算数Ａ（知識）については、上位層に属する児童の割合が高く、下位層にい

くにつれて減り、全国や都の分布と同じであった。 

・算数Ｂ（活用）については、中間層の割合が高く全国や都の分布と同じであったが、

国語Ｂ（活用）においては、上位層から下位層にかけてほぼ均等に分布していた。 

 ・国語・算数とも基礎的な知識については概ね定着していると考えられるが、知識を問

題解決に活用する力については十分に身に付いていないと考えられる。 

 ・算数では「数と計算」「数量関係」の領域で、正答率が低い傾向が見られた。 

 

３．今後の取り組み 

 ・授業では、一人一人の児童の意欲や理解の状況を把握しながら展開していく。 

 ・基礎的基本的な学力の定着が不十分な児童については、授業で個に応じた指導を工夫

するとともに、放課後補習や家庭学習を通して定着を図っていく。  

・国語については、自分の考えを友達に話す、作文や新聞などで文章に表すといった活

動を多く取り入れることで、表現しようとする能力を育てていく。 

 ・算数については、反復練習を通して基礎・基本の確実な習得を図りつつ、算数少人数

指導を生かし、習熟度に応じた課題の工夫、自力解決の支援、練り上げの時間の確保

などをして、思考力・判断力・表現力を育む指導の充実を図っていく。 

  


